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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応に関するお知らせ 

 

 

当社は、2024年11月29日開催の取締役会において、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応

について当社の現状を分析し、改善に向けた今後の取り組み方針を決議いたしましたので、お知らせいたし

ます。 

添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」をご覧ください。 

 

記 

 

1．現状認識と評価 

当社のPBRは、直近では、1.3~1.5倍を推移しております。一方で、ROEは2023年12月末時点で1.2%

の低位であり、これは近年の事業構造の変動による業績の変動が要因であると認識しており、株式市場

の期待に応えるべく、収益力向上とROEの改善を重要課題と考えております。加えて、株主資本コスト

は7~8%を推移しており、ROEが株主資本コストを下回ることからこの件についても課題であると考え

ております。今後、ROEの改善のためには、成長戦略の明確化に加えて、収益力を向上させる取り組み

が重要であると認識しております。 

 

2． 改善に向けた方針 

当社は、社内における予測をもとに、収益力を向上させる事業の取り組みに注力してまいります。今

後3年間において、直近の2024年12月期のROEの予測は4%ではありますが、2025年12月期から2027年

12月期ROEの目標値は8%達成を目標と設定し、これに取り組むとともに併せてIR活動を強化してまい

ります。 

 

以 上 
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応（現状分析）

現状分析

ROE(%)

直近の当社PBRは、1.3~1.5倍を推移している。一方で、近年のデータセンターの
サービス群の過渡期や外部環境によるコスト増等の変動の影響により、業績が変動
し、それが主な要因として2023年12月時点の当社ROEは1.2%と低位にあった。

現状認識や評価

1.2％

PER(倍)

79.8倍

2021年12月期 2022年12月期 2023年12月期
2024年12月期

(予測)

PER 79.8 36.8

ROE 0 -4.4 1.2 4

PBR 1.2 1.2 0.95 1.4
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株主資本コスト

7.7％

ROE(%)

1.2%

WACCROIC

7.89％-0.5%

※2023年12月末時点
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応（取組・施策）

取組・施策：2025年12月期から2027年12月期ROE、8%達成を目標

3

当期純利益の向上
利益率の高い事業の強化
①データセンター事業の効
率的な運用、コスト改善等
による利益増
②クラウド・ソリューショ
ン事業の効率的な運用、コ
スト改善等による利益増
③アセットライト事業モデ
ルによる利益率の高い事業
の拡大

ROEの改善

売上高の向上
成長分野の積極的な拡販
①データセンター・サイ
バーセキュリティ・クラウ
ドサービス等、ニーズの高
いサービスの拡販
②新規ビジネスの創造

売上高純利益率 総資産回転率 財務レバレッジ

財務レバレッジの拡大

中長期的な成長投資（事業
投資やM＆A)をみすえた
デッドの有効活用、調達

売上高の向上
成長分野の積極的な拡販
①データセンター・サイ
バーセキュリティ・クラウ
ドサービス等、ニーズの高
いサービスの拡販
②新規ビジネスの創造

資産の効率的な運用

①資産保有を抑えたアセッ
トライト事業モデル等の新
たな事業スキームの拡大
②保有資産の見直し
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応（取組・施策）

取組・施策：株主資本コストの低減

4

株主資本コ
ストの低減

IR開示の充実
企業価値向上に関わる情報開示・拡充
サステナビリティ等非財務的な視点に加え、社内における今後の3年間の
業績予測を通じて成長性、収益性、将来の見通しを投資家や株式市場へ
の適切な説明や発信をおこなうことによる株価の変動幅抑制。

業績、特に安定的な利益の維持
安定的な利益の維持による業績のサプライズを抑制
近年、当社は過渡期にあり、事業の構造改革に取り組んだことで当社の
業績は低迷状況にあった。今後は、安定的な利益の維持により、業績の
変動や低迷による株価の変動幅を抑制

機関投資家との創造的な対話
対話による当社への適正なご評価及びフィードバックを戦略的に反映し、
合理的な株価形成を通じて株価の変動幅を抑制。



（ご注意事項）
本資料に記載されている将来に関する記述は、当社グループが現在⼊⼿
している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
当社グループとしてその実現を約束する趣旨のものではありません。
実際の業績等は様々な要因により差異が生じる可能性があります。
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